
音 楽 科 学 習 指 導 案 

日 時 平成２８年２月８日（月）２校時 

児 童 １年生 

 

 

１ 題材名 「ようすをおんがくで」 

 

２ 題材について 

（１） 題材観 

  本題材では，児童が「音色」や「リズムの変化」などの，音楽を形づくっている要素に気付き，それ

らが表している情景を思い浮かべ，曲のよさや面白さを感じ取って聴いたり表現を工夫したりすること

を，主なねらいとしている。本題材の教材は，どれも感覚的に親しみやすく，音楽に合わせて自然に体

が動いてしまうものばかりである。第１次では，まず「シンコペーテッド・クロック」に合わせて体を

動かす活動を通して体全体で音楽を感じ取るようにする。そこで感じ取った「情景や様子を楽器の音色

で表している面白さ」を，その後の表現活動においても児童が工夫していけるようにする。「すずめがち

ゅん」では，イメージと音楽を形づくっている様子を結び付け，動物のイメージで歌い方を工夫したり，

鳴き声に合わせて鍵盤ハーモニカで音の長さを工夫して演奏したりする。第２次でも，鑑賞曲「おもち

ゃのへいたい」，歌唱曲「おもちゃのちゃちゃちゃ」を，拍の流れにのって体全体で音楽を感じ取り，情

景を思い浮かべながら，音楽を聴いたり工夫して歌ったりする。 

 

（２） 児童観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 題材目標 

  音楽を形づくっている要素をもとに，情景を思い浮かべて聴いたり，イメージに合った表現を工夫し

たりする。 

 

４ 評価基準及び道徳的学び 

音楽への 

関心・意欲・態度 

音楽表現の 

創意工夫 
音楽表現の技能 鑑賞の能力 道徳的学び 

曲の気分を感じ取
って聴いたり，情景
を思い浮かべなが
ら表現を工夫した
りする学習に，進ん
で取り組もうとす
る。 

歌詞の表す情景や
イメージと，強弱や
音色等を結び付け
て表現を工夫し，ど
のように表すかに
ついて思いをもつ。 

歌詞の表す情景や
曲の気分に合った
表現で，歌ったり演
奏したりする。 

問いと答えや音色，
反復等を聞き取り，
それらが表してい
るよさや面白さを
感じ取りながら，曲
全体を楽しんで聴
く。 

３－（１） 
「生命尊重」 
生き物の愛らしさ
を感じ，生き物を大
切にする心をもつ。 
 

 



５ 研究とのかかわり（第１，４時にかかわる部分について） 

授
業
の
序
盤
（
●
１
ｈ 

■
４
ｈ
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

授
業
の
中
盤
（
●
１
ｈ 

■
４
ｈ
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

授
業
の
終
盤
（
●
１
ｈ 

■
４
ｈ
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●■着目させたい音の楽器を児童に伝え、実物を見せたり音を聴かせたりすることで、何の音を聴くのか

客観的に判断できるようにする。 

●「シンコペーテッド・クロック」をウッドブロックやトライアングルの音に焦点を当てて聴かせる。 

■「おもちゃのへいたい」を小太鼓の音に焦点を当てて聴かせる。 

Ⅰ状況的興味の喚起・維持を促すために 

わかりやすい特徴に気を付けながら、聴こうとする子供 

 

●「シンコペーテッド・クロック」を聴き、ウッ

ドブロックやトライアングルの音が聞こえてき

たら、それに合う動作をするよう指示し、動作

化を伴いながら、音色に焦点を当てて聴かせる

ようにする。 

■「おもちゃのへいたい」を聴き，小太鼓が出て

きたらそれに合う動作をするよう指示し，動作

化を伴いながら，拍の流れに焦点を当てて聴か

せるようにする。  

●■聞こえてくる楽器の音色やリズムが変わった

時、曲の気分が変わった時など、それぞれの要

素に着目させて何度も聴かせることで、聴き深

められるようにする。 

Ⅱ個人的興味の出現を促すために 

 

●ウッドブロックのリズムがシンコペーションに

なったところや、トライアングルが出てくる度

に、「どんな時計かな？」と問う。「歩いている

時計」や「目覚まし時計」、「踊っている」「壊れ

ている」とイメージを発表した際には、「どうし

てそう思ったの？」と問い直し、楽曲を特徴づ

ける要素を根拠にして話すよう促す。 

■小太鼓のリズムが同じテンポで流れているとこ

ろや，聞こえなくなったときやリズムが少し変

わったときなどに「どんな行進をしているか

な？」と問い，要素を根拠にして話すよう促す。 

●■楽曲全体を通しての楽曲や演奏の楽しさにつ

いて触れ、共有化を図る。 

Ⅱ―（１）内的活動の高まりを促すための工夫 

楽曲を形づくっている要素のかかわり合いや楽曲の気分を感じ取りながら 

聴き深める子供 

 

●「シンコペーテッド・クロック」と同じ作者の

「おどるこねこ」を、猫の鳴き声を表したバイ

オリンの音色に着目させて聴かせる。 

■「おもちゃのへいたい」と同じ行進曲である「キ

ューピーの観兵式」を，小太鼓のリズムに着目

させて聴かせる。 

Ⅲ発達した個人的興味の出現を促すために 

 

●「おどるこねこ」に登場するバイオリンが猫の

鳴き声を表していることから、「猫は何をしてい

るのかな？」と問い、感じたことや想像したこ

とを交流させ、「シンコペーテッド・クロック」

同様、楽器の音色などによって情景を表すこと

ができる面白さを実感できるようにする。 

■「キューピーの観兵式」で聞こえてくる小太鼓

の一定のリズムから想像した行進の様子を交流

させ，「おもちゃのへいたい」同様，リズムや拍

の流れによって行進の情景を表すことができる

面白さを実感できるようにする。 

Ⅲ―（１）内的活動の高まりを促すための工夫 

目指す子供の姿③ 楽曲や演奏の楽しさを改めて実感し、楽曲全体を味わって聴く子供  



６ 題材の指導計画 

時 主な学習活動 教師の働きかけ 評価 

１ 

本

時 

○「シンコペーテッド・クロック」のウッド

ブロックやトライアングルなどの音を，体

を動かしながら聴き取り，想像したこと

を，楽曲の中の要素を結び付けながら交流

する。 

 

□ウットブロックを実際に叩いてみせ，その音

色を確認しながら，この曲では何を聴いたら

いいのかを明確にする。Ⅰ 

□楽器の音色やリズムに着目させて，体を動か

しながら視点を変えて何度も聴かせる。Ⅱ 

□児童が感じ取ったイメージに対して，「なぜ

そう思ったのか」問い，聴取結果を注視させ，

共有する。Ⅱ―（１） 

鑑 

２ ○「おどるこねこ」を聴き，想像したことや

感じ取ったことを伝え合う。 

 

○「すずめがちゅん」の曲の気分を感じとっ

て歌う。 

○動物のイメージに合った歌い方を考える。 

 

□楽器の音色によって情景を表している「おど

るこねこ」を聴かせる。Ⅲ 

□「おどるこねこ」から想像したことや感じ取

ったことなどを伝え合い，２曲を通しての楽

曲の楽しさやよさを改めて実感させる。Ⅲ―

（１） 

□これまでに聴き取ったことや，実感した音楽

の楽しさについて想起させる。 

□どのように歌うと「ちゅんちゅん」や「ぶう

ぶう」などの鳴き声に似るのか問い，児童の

工夫を促す。 

関 

創 

３ ○「すずめがちゅん」を鍵盤ハーモニカや小

物楽器で，音色やタンギング，強弱などに

工夫して演奏する。 

□どの楽器で，どの音色で，どのように演奏す

ると，その動物に聞こえるのか問い，児童が

工夫して演奏できるように促す。 

技 

４ ○「おもちゃのへいたい」の小太鼓のリズム

を，リズムに合わせて叩く真似をしながら

聴き取り，想像したことを，楽曲の中の要

素を結び付けながら交流する。 

 

 

 

 

 

 

□小太鼓を実際に叩いてみせ，その音色を確認

しながら，この曲では何を聴いたらいいのか

を明確にする。また，鑑賞するよりも前にリ

ズムを知らせ，リズムに着目して聴かせるよ

うにする。Ⅰ 

□拍の流れやリズムに着目させて，体を動かし

ながら視点を変えて何度も聴かせる。Ⅱ 

□児童が感じ取ったイメージに対して，「なぜ

そう思ったのか」問い，聴取結果を注視させ，

共有する。Ⅱ―（１） 

鑑 

５ ○「キューピーの観兵式」を聴き，想像した

ことや感じ取ったことを伝え合う。 

 

 

○「おもちゃのチャチャチャ」の拍の流れを

体全体で感じ取って楽しむ。 

○「おもちゃのチャチャチャ」の歌詞やリズ

ムに合った表現を工夫する。 

□拍の流れやリズムによって，兵隊の行進の情

景を表している「キューピーの観兵式」を聴

かせる。Ⅲ 

□「キューピーの観兵式」から想像したことや

感じ取ったことなどを伝え合い，２曲を通し

ての楽曲の楽しさやよさを改めて実感させ

る。Ⅲ―（１） 

□これまでに聴き取ったことや，実感した音楽

の楽しさについて想起させる。 

 

 

創 

６ ○情景を思い浮かべ，拍の流れにのり，おも

ちゃになりきって表現を楽しむ。 

・体の動きを考え，発表会をする。 

□「チャチャチャ」について着目させ，拍の流

れやリズムを感じ取れるようにする。 

技 

 

 



７ 本時について（１／６時間目） 

 

（１） 研究とのかかわり 

  本時は，まず手立てⅠとして，聴取対象を明確にするためにウッドブロックの音を実際に聞かせる。

その際，ウッドブロックの高い音と低い音に合わせて指を振らせることによって，音を可視化させる。

その後，「この音が聞こえたら今のように動いてね。」と伝え，「シンコぺーテッド・クロック」を聴かせ

る。このように，聴取対象を焦点化させることにより，わかりやすい特徴に集中してじっくりと耳を傾

けて聴こうとする児童の姿をねらう。 

  冒頭のみ聴いた後に，「何の音に聞こえる？」と問い，時計の音であることに導く。「どんな時計かな？」

と本時のめあてを設定する。 

さらに，手立てⅡとして，体を動かしながら視点を変えて何度も聴かせると，リズムに変化がおとず

れたり，違う楽器が出てきたりする。その度に「どんな時計かな？」と問い，想像を広げさせる。想像

したことに対して「なぜそう思ったの？」と問うことによって，「トライアングルがジリリリと鳴ってい

るから，目覚まし時計だと思った」などと，聴取結果を注視させ，さらに交流へとつなげたい（手立て

Ⅱ―（１））。交流の中で，感じ取ったことを要素と結び付けている発言があれば，またその部分を聴き

直したりするなどして，聴き深めていけるようにし，「楽器の音だけなのに，どんな時計か想像できて面

白い」という，楽曲のもつ楽しさも感じられるようにする。 

 

（２） 本時の目標 

・どんな時計なのか想像しながら，進んで「シンコぺーテッド・クロック」を聞こうとする。 

・「シンコペーテッド・クロック」のウッドブロックやトライアングルに合わせて体を動かし，音楽を

形づくっている要素を聴き取り，どんな時計か想像したりイメージしたりする。【鑑】 

（３） 本時の展開 

○児童の主な学習活動 
□教師の働きかけ・留意点 

肯自己肯定感 

評価 個に応じた指導 

（△発展的▲補充的） 

○ウッドブロックの音色を知り，体を動かしながら注意深

く聴く。 

 ・高い音と低い音でできているんだね。 

 ・時計の音みたい。 

 

○「シンコペーテッド・クロック」の冒頭を聴き，時計の

音楽だと知る。 

・時計の針の「チクタク」っていう音だったんだね。 

・デジタル時計じゃないよ。 

・振り子時計かもしれない。 

 

 

 

 

○ウッドブロックのリズムに合わせて体を動かしながら聴

き，感じたことや想像したことを，音楽の要素と結び付

けながら交流する。 

 ・最初は，チクタクと動いていたんだけれど，途中でち

ょっとリズムが変になったから，少し壊れたんじゃな

いのかな？ 

 ・転んだのかもしれない。 

 ・普通にチクタク動かすのに飽きたのかもしれない。 

 

 

○中間部で流れるやわらかな旋律に合わせて体を動かしな

がら聴き，感じたことや想像したことを交流する。 

 ・やさしい音楽になったから，時計は寝てしまったのか

もしれない。 

 ・動くのが疲れて休んでいるところだと思う。 

 

□ウッドブロックを実際に児

童の前で叩き，この音を聴く

よう伝え，聴取対象を焦点化

させる。Ⅰ 

 

□ウッドブロックの音色の高

い低いに合わせて指を振ら

せて，音を可視化させる。 

 

 

 

 

 

 

□ウッドブロックの音色に着

目させて聞かせる。Ⅱ 

 

□児童が感じ取ったイメージ

に対して，「なぜそう思った

のか」問い，聴取結果を注視

させ，共有する。Ⅱ―（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△動きを自ら工夫してい

る児童を取り上げ，音

楽を形づくる要素から

起因していることを話

させる。実際に聞こえ

てくる音から想像でき

たことについて価値付

ける。 

 

 

 

どんな時計かな？  

どんな時計なのか

想像しながら，進ん

で「シンコぺーテッ

ド・クロック」を聞

こうとしている。 

【関】（様子） 



○トライアングルの音に合わせて体を動かしながら聴き，

感じたことや想像したことを，音楽の要素と結び付けな

がら交流する。 

 ・トライアングルが「ジリリリ」って聞こえるから，目

覚まし時計だった！ 

 ・少し壊れてるから，目覚ましも勝手に鳴っちゃうんじ

ゃないかな？ 

 ・大きい音でトライアングルが鳴っていたから，きっと

時計も突然ベルが鳴って驚いたと思う。 

 

 

○楽曲の終末を聴き，感じたことや想像したことを交流す

る。 

 ・ヒューンって聞こえたから，ネジが飛んでいったのだ

と思う。 

 ・今までとは違う，カコカコという音が聞こえてきたか

ら，壊れてしまったのだと思う。 

 

○これまでに想像してきたことを俯瞰しながら，一曲を通

して聴く。 

 

 

 

 

 

 

□トライアングルの音色に着

目させて聞かせる。Ⅱ 

□児童が感じ取ったイメージ

に対して，「なぜそう思った

のか」問い，聴取結果を注視

させ，共有する。Ⅱ―（１） 

 

 

 

 

□カウベルやスライドホイッ

スルの音色に着目させて聞

かせる。Ⅱ 

□児童が感じ取ったイメージ

に対して，「なぜそう思った

のか」問い，聴取結果を注視

させ，共有する。Ⅱ―（１） 

 

 

□１曲を通して聴き，「時計の

絵本を見たわけではないの

に，どうしてわかったの？」

と問い，楽器の音から想像で

きるという，この楽曲の面白

さについて触れられるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲想像したことについ

て，友達と伝え合うの

が難しい時は，板書の

中から，自分のイメー

ジに一番合うものを選

ばせる。 

 

楽器の音だけなのに、どんな時計か想像

できるのが面白い！ 

「シンコペーテッ

ド・クロック」のウ

ッドブロックやト

ライアングルに合

わせて体を動かし、

音楽を形づくって

いる要素を聴き取

り、どんな時計か想

像したりイメージ

したりしている。

【鑑】（動き、発言） 


